





















































































































c c y 0 
p y 0 p 
???
が成り立つ。 (1)式の含意はいうまでもなく， (c/p)が左辺の3変数:消費・












ムo /ムP / /←一一 1 (2) o / P 、
のように要約できるから， Co/p)は人口増加に伴い必ずや低下する。し、L、か
えれば，農業生産において収穫逓減が働くから Co/p)は低下し， (c/p)は
前工業化社会の消費様造 (1) 117 
やがては最低生存水準をも割る危険があるというのがマルサスの警告だった
わけである。




























































































































































































































































































単位:法 ( J内は対支出比率 C%)
1 6峨未満 |ω0~900 I 900~ 1200 11200~20州 2000法以上
家族数 42軒 70 1 46 1 35 1 6 
人員数 252人 420 1 276 1 210 1 36 
収入総計 19148法 49584 1 44438 1 48039 1 12787 
家族当り収入 4~5. 7法 708.4 1 966.0 1 1372.5 1 2131. 2 
支出総計 2.1050法 53393 1 46783 1 50903 1 15828 
家族当り支出 501. 9法 762.8 1 1017.0 1 1454.5 1 2304.7 
1.飲食物
(イ)動物性食物
肉 6.0[1. 1コ19.7[2.5JI 51. 1 (5.oJI 77.7 [5.3JI 140.5 [6.0J 
牛乳・卵・魚 16. 9 1 27.7 1 32.4 1 55.9 1 56. 4 
パター・ 1旨紡 .i出 33.8 147.4 188.5 1117.0 1 187.7 
員十 56.7(11. 2コ94.802. 4JI172. 0(16. 9J1250. 6(17. 2ユ 384. 6Cl6. 6J 
(ロ)!漬物性食物
小麦ノミン 15.7 [3. U 72.8 [9. 5J1107. 700. 5J1197. OCl3. 5:;1 576.0[24. 9J 
黒パン 98.7 1108.9 1103.3 1 98.3 1 0 
混製ノミン 56. 4 1 74.9 1 85.8 111~. 1 1 85. 0 
馬鈴薯・その他野菜 82.5 197.1 1103.3 1117.6 1128.5 
香料・塩・調味料 9.2 112.9 114.1 121.2 1 20.1 
茶.1加.f;i~ .シコリー 26.3 1 29.8 1 40. 2 1 56.9 1 81. 4 
計 288.8::57. ~:r396. 4[51. 9:1454. 4て4.6~1606. 1[41. 6:1 891. 0[38. 6J 
付欽物
火酒・ピーノレ・リンゴ酒・ o 1 2.8 1 9. 3 1 21.9 1 49. 2 
ブドウ酒
酒場飲用どーん・ブドウ 5.1 1 13.0 1 21. 0 1 39.8 1 93.2 
i酒・他
日十 5.1 C1AI 15.8 [2.0.)1 30.3 [2.9ll 61.7 [4.2:1 142.4 [6. lJ 
(=-)菜園・田内田耕作賃 5.3 I 15.7 I 19.2 I 36.0 12.2 


























前工業化社会の消費構造 (1) 127 
4.1 [0.5コ110.9 [1. OJI 33.0 [2.2;1 


















































家族当り支出I502.9 I 766.3 I 1042.6い464.0 I 2352. 4 
1.欽 食 物 361. 7(71. 9J 524.5(68.4J 704.0(67.5J 940.9(64.2J 1601. 7(68. OJ 
2.被 Ai 51. 6(10. 2J 98.8(12.8J 146.8(14.0J 223.3(15.2J 352. 5(14. 9J 
3.住 居 45.7 (9.0J 70.0 (9.1] 91. 1 (8.7J 138. 1 (9.4J 146.5 (6.2J 
4. !撚料・燈火 32.3 (6.4J 45.5 (5.9J 62.6 [6.0J 78.0 (5.3J 76.0 (3.2J 
5教 育 2.6 (0.5J 5.0 (0.6J 9.2 (0.8J 14. 1 (0.9J 101.5 (4.3J 

















1) 生活水準論争史を簡潔にまとめた研究として R.M.Hartwell，‘Interpretations 



















体は動学的なモテ‘ノレ休系で・あったと考えられる。 A.PhylIips，‘The Tableau 
Economique as a Simple Leontief Mode!'， Quarter!y JournaI of Economics 
(Feb. 1955) 
7) エンケツレはこの表の各費目支出額を「ケット(家族人員，年齢，性別に特定の
ウエイトを乗じて得られた家族の規模を表わす計量単位〕当りの年支出額」で示
130 
しているが，ここではそれをやめ，単純に「家族当り年支出額」になおしてあ
る。
8) ヴェストフランテソレ・ブリュッゲの 2カ村の農業労働者の家計支出各費目に計
上された数字はすべて同一であり，記載上のミスか，データに何らかの不備があ
ったものと考えられる。リュッティッヒの 3カ村についても同様である。
